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資料１



平成２０年４月１日から平成２５年３月３１日までの５年間

中期目標期間

１．スポーツ振興投票業務

○売上向上等に最大限努力し、繰越欠損金をできる限り早期に解消するとともに、スポーツ振興に対する助成を確保

２．スポーツ振興のための助成

（１）透明性の確保等

○外部有識者による審査を実施するとともに、助成内容等を公開

○安定的・計画的な助成に資するため、スポーツ団体等のニーズの把握に努めるとともに、助成区分ごとに達成すべき

内容や水準を定量的に示し、厳格な評価分析を実施

（２）助成財源の確保

○スポーツ振興基金：運用基準に基づく、安全かつ安定的な運用及び寄付金などによる基金の増額

○スポーツ振興投票：売上向上及び経費削減に努め、助成財源を確保

整理合理化計画及び勧告の方向性を踏まえた中期目標を策定

事務及び事業の見直し



３．災害共済給付業務

（１）オンラインシステムの利用促進を図ることにより災害共済給付の迅速化・効率化を推進

（２）学校安全業務検討委員会を設け、支所業務等の在り方を検討

４．学校安全支援業務

学校安全普及業務・食に関する普及充実業務・衛生管理に関する業務について、災害共済給付業務に関連する

業務に重点化した上で、学校安全支援業務に一本化し、かつ、目標・回数の設定により必要性・有効性の検証を行う。

（１）学校における特徴的な災害事例の減少を目指し、災害共済給付業務を通じて得られた当該事例の調査研究を実施

（調査・研究の成果目標：アンケート調査による８０％以上のプラス評価）

（２）調査研究の成果、統計情報、実態調査結果等の学校安全に関する有益な情報を提供

（目標：関連ＨＰへのアクセス数
 

年間６０万件以上）

５．スポーツ施設の運営・提供等

（１）安全で高水準な施設条件を維持した上で、前期中期目標を上回る稼働日数を設定、かつ、スポーツの利用に支障

のない範囲で文化的行事等の利用に供し、自己収入の増加を図る。

○国立霞ヶ丘競技場
 

○国立代々木競技場

陸上競技場
 

１３５日（１３１日／年）
 
第一体育館

 
２２５日（２２３日／年）

ラグビー場
 

８０日（
 

８０日／年）
 
第二体育館

 
３０５日（３０４日／年）

※( )書きは、平成１９年度までの過去５年間の平均稼働実績

（２）民間競争入札の実施

スポーツ施設の管理運営業務のうち、指導監督を除く業務について、民間競争入札（包括的業務委託）を実施



自己収入の増加

（１）命名権の導入、施設利用料の見直し等により、自己収入の増加を図る。

（２）習志野、所沢の職員宿舎について平成２０年度の売却を検討

１．効率化目標の設定

（１）一般管理費は中期目標期間中１５％以上、
 

事業費は対前年度１％以上の効率化

（２）総人件費についても平成１８年度から平成２２年度までの５年間で５％以上を削減し、その後も人件費改革の

取組みを平成２３年度まで継続

２．随意契約の見直し

（１）「随意契約見直し計画」に基づく取組みの着実な実施に努め、取組み状況を公表

（２）特に企画競争や公募を行う場合においても競争性・透明性を確保

業務運営の効率化

資産の有効活用等



①昨年末に閣議決定された独立行政法人整理合理化計画を中期目標で明記①昨年末に閣議決定された独立行政法人整理合理化計画を中期目標で明記

スポーツ振興くじの売上向上等に最大限努力し、繰越欠損金をできる限り早期に
 解消するとともに、スポーツ振興に対する助成の確保に努めるものとする。

その上で、くじの売上状況を注視しつつ、繰越欠損金解消の見通しがおおむね立
 つと考えられる平成２１年度末を目途に、スポーツ振興投票事業の実施体制の在
 り方も含め見直しを検討し、結論を得るものとする。

なお、その間にあっても、スポーツ振興くじの売上の低迷により、繰越欠損金が増
 加し、債務の返済の見通しが立たないと見込まれる場合には、国民負担に及ぶこ
 とがないよう、スポーツ振興投票事業について原点に立ち返った抜本的な見直し

 を行う。

②これを受けて、繰越欠損金の早期解消の目標を中期計画で明記②これを受けて、繰越欠損金の早期解消の目標を中期計画で明記

平成２０年、平成２１年の２事業年度で、繰上償還を図って長期借入金（９５億円）
 の完済に努め、平成２１年度末に繰越欠損金解消の見通しがおおむね立つよう

 にする。

年 度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 合計

当初 ４ ２０ ２０ ３０ ３１ ２０ ２０ ２０ ２０ ５ １９０

変更後 ９５ ９５ － １９０

〔参考〕長期借入金の償還計画
 

（単位：億円）

スポーツ振興投票等業務にかかる中期目標・中期計画のポイント

○

○

○

○



繰越欠損金をできる限り早期に解消するとともに、スポーツ振興助成の確保に努める

長期借入金の償還

繰越欠損金の解消

助成財源の確保

借入 償還 残高

H18.9.29  １９０億円 H19.9.28        ４億円

H20.3.31
 
９１億円

H20.5.30      ４３億円

１８６億円

９５億円

５２億円

長期借入金１９０億円については、既に１３８億円を償還し、現在の残高は５２億円

１８年度末に２６４億円であった繰越欠損金は、１９年度末に９６億円に減少

平成１８年度末 平成１９年度末

繰越欠損金 ２６４億円 ９６億円

スポーツ振興助成は、１９年度助成実績０．８億円に対し、２０年度助成財源として
 １５億円を確保



事務及び事業の見直し

【スポーツ振興投票業務】

○スポーツ振興投票事業について、日本スポーツ振興センターは、売上げ向上等に最大限努力し、繰越欠損金をできる限り早期に解消す

るとともに、スポーツ振興に対する助成の確保に努めるものとする。

○その上で、スポーツ振興くじの売上げ状況を注視しつつ、繰越欠損金解消の見通しがおおむね立つと考えられる平成 21年度末を目途に、

スポーツ振興投票事業の実施体制の在り方も含め見直しを検討し、結論を得る。

○なお、その間にあっても、スポーツ振興くじの売上げの低迷により、繰越欠損金が増加し、債務の返済の見通しが立たないと見込まれる場

合には、国民負担に及ぶことがないよう、スポーツ振興投票事業について原点に立ち返った抜本的な見直しを行う。

【スポーツ振興のための助成業務】

○助成区分ごとに達成すべき内容や水準を可能な限り具体的かつ定量的に示した上で､厳格かつ客観的な評価･分析を実施し､その結果を

助成業務の効率化及び適正化に反映させる。

【災害共済給付業務、学校安全普及業務、食に関する普及充実業務及び衛生管理に関する業務】

○災害共済給付業務については、更なる合理化を行うとともに、次期中期目標期間終了時までに、支所の業務等の在り方について検討を

行い所要の結論を得る｡

○学校安全普及業務､食に関する支援業務及び衛生管理に関する支援業務については､「学校安全支援業務(仮称)」に一本化し、災害共済

給付業務の実施により得られる事故情報分析やそれに基づく関連情報の提供など災害共済給付業務に関連するものに重点化する｡なお、

｢学校安全支援業務(仮称)｣については､次期中期目標期間終了時までに､各事業の在り方について、必要性･有効性を厳格に検証した上

で､所要の結論を得る｡

【スポーツ施設の運営・提供等に関する業務】

○国立競技場、国立スポーツ科学センター及びナショナルトレーニングセンターについては､管理･運営業務のうち､指導監督を除く業務につ

いて民間競争入札を実施する｡なお､入札対象範囲の拡大等について､民間競争入札の検証結果等も踏まえた上で検討する。

運営の効率化及び自律化

【資産の有効活用等】

○国立競技場、国立スポーツ科学センター及びナショナルトレーニングセンターについては、ネーミングライツの導入､施設利用料の見直し等

により、自己収入の増加を図る。

○その他の保有資産については､不断の見直しを行い､必要に応じ遊休資産の処分等を行う｡なお､習志野及び所沢の各職員宿舎について

は、平成20年度の売却を検討する。

独立行政法人整理合理化計画（平成19年12月24日閣議決定）（抄）



スポーツ振興くじの売上推移（シーズン売上）
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スポーツ振興くじの売上推移（年度売上）
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■平成２０年シーズン スポーツ振興くじ種類一覧

BIG
（ビッグ）

BIG1000
（ビッグセン）

mini BIG
（ミニ ビッグ）

toto
（トト）

minitoto
（ミニトト）

totoGOAL３
（トトゴールスリー）

totoGOAL２
（トトゴールツー）

投票方法

対象試合数 １４試合 １１試合 ９試合 １３試合 ５試合 ３試合（計６チーム） ２試合（計４チーム）

払戻金

当せん金の
配分割合

１等・・・８０％
２等・・・１０％
３等・・・　５％
４等・・・　５％

１等・・・６０％
２等・・・１５％
３等・・・１５％
４等・・・１０％

１等・・・５０％
２等・・・２０％
３等・・・３０％

１等・・・７０％
２等・・・１５％
３等・・・１５％

１等・・・１００％
１等・・・６０％
２等・・・４０％

１等・・・１００％

当せん確率
（理論値）

１等・・・約 ４８０万分の１
２等・・・約  １７ 万分の１
３等・・・約１万３千分の１
４等・・・１，６４３ 分の１

１等・・・１７７，１４７分の１
２等・・・約８，０５２ 分の１
３等・・・約８０５分の１
４等・・・約１３４分の１

１等・・・１９，６８３ 分の１
２等・・・約１，０９４分の１
３等・・・約１３７分の１

１等・・・約１６０万分の１
２等・・・約６万１千分の１
３等・・・約５，０１１分の１

１等・・・２４３分の１
１等・・・４，０９６分の１
２等・・・約２２８分の１

１等・・・２５６分の１

単価 ３００円

最高当せん金
３億円

（キャリーオーバー時６億円）
２億円

（キャリーオーバー時４億円）
１億円

（キャリーオーバー時２億円）

売上金額の５０％

くじの名称等

指定試合の勝敗（勝ち・負け・その他）を予想し
て、投票する。

指定試合の両チームの得点（０点、１点、２
点、３点以上）を予想して、投票する。

１００円

指定試合の勝敗（勝ち・負け・その他）をコンピュータが選択する。

２００円
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